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南三陸町の海は、寒流（親潮）と暖流（黒潮）がちょうど混ざり合う穏やかな湾で、カキ・ホタテ・ワカメの養殖が盛んな漁場です。
山と海も非常に近く、シュノーケリングやカヤックによる海の観察と、地元の食材を味わうことで「食」と「自然」のつながりを学びました。

南三陸の海には、南の海と北の海に生える両方の海藻がみられます。
前日の夜に海藻カルタで覚えた海藻を、実際の海で見つけられたかな？

金比羅丸 漁師
高橋直哉さん

高芳丸 漁師
高橋芳樹さん

複雑に入り組んだかたちのリアス式海岸は波が穏やかで
海産物の養殖に適していることを学びました。

船から下りたあとは、とれたてのホタテをバターで焼いて食べました。

複雑に入り組んだかたちのリアス式海岸は波が穏やかで
海産物の養殖に適していることを学びました。

船から下りたあとは、とれたてのホタテをバターで焼いて食べました。

3チームにわかれ、地図をもとに歴史を学びながらパズルを完成し、最後は宝物を見つけます。
その宝物は、人間が生きていくために必要なものは自然から成り立っている事を教えてくれました。
昔から自然と共に暮らして来た入谷地区には、生活に必要なものが自然の中に揃っていて、

改めて自然の大切さを実感することが出来ました。

3チームにわかれ、地図をもとに歴史を学びながらパズルを完成し、最後は宝物を見つけます。
その宝物は、人間が生きていくために必要なものは自然から成り立っている事を教えてくれました。
昔から自然と共に暮らして来た入谷地区には、生活に必要なものが自然の中に揃っていて、

改めて自然の大切さを実感することが出来ました。

海の波で角が取れて丸みを帯びた石に、アクリル絵の具でアートを作りました。
芸術家になった気分になれましたね。

プロジェクトについて

ＷＷＦ奨励賞入賞者 カスミ奨励賞入賞者
●加藤　寿一 群馬県館林市立美園小学校 4年
 「地球の生き物を守るためにぼくができること」
●中村　絆 千葉県千葉市立千城小学校 4年
 「できることを一つずつ」
●蔵重　心平 茨城県ひたちなか市立中根小学校 4年
 「大切にしたい自然と生き物」
●小林　志羽 埼玉県北本市立中丸小学校 ５年
 「海の中は温暖化しているの？」
●志田　樹里 千葉県柏市立田中小学校 5年
 「自然と、ずっといつまでも」

●木森　祐斗  千葉県柏市立豊小学校 4年
 「ぜつめつ動物から学んだこと」
●雨倉　琉偉 千葉県千葉市立扇田小学校 4年
 「大切にしたい自然と生き物」
●塚田　菜美香 茨城県つくばみらい市立陽光台小学校 4年
 「動物や植物にもやさしく」
●山﨑　大輔 茨城県水戸市立鯉淵小学校 5年
 「ぼくと祖父と小さなカブト虫」
●阿部　慧水 茨城県土浦市立菅谷小学校 6年
 「魚を守りたい」

●植村　紗愛 茨城県牛久市立ひたち野うしく小学校 6年
 「いなかの生き物」
●吉川　莉瑚 千葉県柏市立田中北小学校 6年
 「自然と仲良く」
●齊藤　藍 埼玉県久喜市立太田小学校 6年
 「オゾン層と地球」
●遠藤　彩来 埼玉県ふじみ野市立大井小学校 6年
 「生き物たちのために」
●戸田　岬希 埼玉県越谷市立南越谷小学校 6年
 「大切な生き物を守るために」

●髙島　文香 栃木県益子町立益子西小学校 5年
 「美しい地球を保つために」
●宮崎　萌々香 茨城県つくばみらい市立陽光台小学校 5年
 「つくば山とカタクリ」
●正田　晴夏 茨城県土浦市立荒川沖小学校 6年
 「私の庭のバラとみつばちと命のつながり」
●藤田　杏彩 埼玉県ふじみ野市立駒西小学校 6年
 「私が思う未来への道」
●後藤　琴実 東京都板橋区立紅梅小学校 6年
 「環境保護について考えたこと」

渡辺　友仁
日立市立日高小学校 4 年

奥山　陽向
古河市立中央小学校 5 年

竹原　花仲
栄町立安食台小学校 5 年

田中　望 
三郷市立早稲田小学校 5 年

寺嶋　優璃
北本市立北小学校 6 年

鳥羽　康佑
稲敷市立あずま北小学校 6 年

柳澤　明日美 
前橋市立山王小学校 6年

中村　修真
土浦市立東小学校 4 年

　公益財団法人世界自然保護基金ジャパンと株式会社カスミは、２００２年より
環境活動・環境教育の一環として自然体験エコツアーを実施しています。第15回
目の今回も小学校４～６年生を対象として「大切にしたい！自然と生き物」をテーマ
に作文募集をし、37通のご応募からネイチャーキッズ賞受賞8名を特派員として、
とうほく南三陸へ派遣しました。（延べ３，277通の応募作文・144名派遣）
舞台となる南三陸町は、高い山々と広い海に囲まれ、リアス式海岸や分水嶺など
の特徴的な地形が有名な町です。
　東日本大震災から5年、被災したこの地域では、自然環境の保全と、持続可能
な社会づくりを通じた復興をめざし、様々な活動が行われています。
　「自然の恵みと人の暮らしのつながり」をテーマとして、多様な生物の生きる
南三陸の海と、その海によって成り立っている水産業、そして、そこで生活している
人々の暮らしについて学びました。
　４日間のツアーの中では、シュノーケル観察や漁業体験、また森の探検などを
行いました。そこで、学んだこと、感じたことなどを隊員の子どもたちが「手作り
壁新聞」にまとめましたので、ネイチャーキッズ賞の「作文」とともにご紹介いたし
ます。

作文募集
4/1～ 5/24
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さんさん商店街は震災以降にできた
仮設商店街です。

植物博士（ボタニスト）の大渕香菜子さん
に森の中のたくさんの植物について
教えてもらいました。

入谷地区の石ノ平に残る、
花崗岩の巨石を訪れました。
古くから信仰の場と伝え
られています。

南三陸ポータルセンターには
2011年3月に起きた震災の
記録が残されています。
すぐ近くには当時のままの
建物が残されていて、津波の
怖さを実感しました。1960年のチリ地震に

よって、南三陸まで到達
した津波の記憶を残す
ため、イースター島から
モアイがやってきました。

活動中にお世話になった皆さん

海の自然史研究所のみなさん／イールズのみなさん／いりやどのみなさん／カメラマン（佐良スタジオ）佐藤信一さん

●発行・編集／WWFジャパン（公益財団法人世界自然保護基金ジャパン）
株式会社カスミ
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●お問い合わせ／株式会社カスミ 環境社会貢献部 　TEL 029-850-1897　9:00～17:00（土・日・祝除く）
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生活を考える 自然の恵みとそこに暮らす
人々の生活を知る

漁業体験と
ロゲイニングワーク

森を感じる 森と海の深いかかわりを知る 森のトレイル

NPO法人 海の自然史研究所
センター長  平井 和也さん

NPO法人 海の自然史研究所 
髙橋 弘美さん

ネイチャーキッズ賞作文・探検隊員手作り壁新聞 3面～10面
作文&体験記録集はカスミのホームページでもご覧いただけます。http://www.kasumi.co.jp/

第15回 ネイチャーキッズ賞入賞者

森の中を散策して、巨石に登りました。

ツアーから戻ると、体験の記録や感想を
手作り壁新聞にまとめ、報告会を開いて

内容をそれぞれに発表し、
体験を振り返りました。

7/29 森を
感じる

ホタテ漁業の体験と
トレイルワークの実施。

7/28 生活
を考える

シュノーケル観察会と、カヤックの体験
石ころアートづくり。

7/27 海を
感じる

東京駅を出発し、南三陸に到着。
南三陸の町を見学しました。

7/26 町を
知る

7/27/27/2任命
式

(説明会)
任命式
(説明会)
任命式
(説明会)7/27/27/2任命
式

(説明会)
任命式
(説明会)
任命式
(説明会)7/2任命
式

(説明会)

8/20 報告
会

8/20 報告
会

8/20 報告
会 報告会

海を感じる 海の中の生き物や
植物を観察する 町を知る 震災後の南三陸町を巡り

自然の大きさを知る 町 の 散 策

こうすけ、しゅーまい、ひなた、とも、ゆんりん、かなか、あんちゃん、のんちゃん、
元気ですか。ピースです。ネイチャーキッズ4日間は、とっても充実した時間
でした。みんなはあの4日間覚えてるかなあ、ピースのことも覚えててくれ
てるかなあ。ピースは、2016年夏の忘れられない想い出になっています。
かるたもした。海にも行った。暑い中、村の中を元気に歩いた。かけっこして、
すっ転んだ。巨石の割れ目をくぐり抜けた。おいしいもの、いっぱい食べた。
村の人とも話ししたな。みーんな、いい想い出です。でもその中でも、みんな
と焚き火を囲んで静かに心からの話ができたことが一番強く残ってるな。
最高の夏休みだったよ、ありがとう。

ネイチャーキッズ特派員のみなさん、元気に過ごしていますか？
この夏、南三陸町での自然を満喫し、日々の生活に変化はありましたか？
今回のツアーでは、シュノーケリングやカヤック等の海の体験を通して、普段
とは違った視点から自然を見つめ直したことによって、私たちの毎日の生活は
誰かの手によって、いつも支えられている、ということに気づいてもらえたら
うれしいです。そして、山と海がおだやかにつながっているように、
これからも日々様々な事に挑戦しながら、共感し合える友だちをふやして
いってほしいです。また、南三陸町が恋しくなったら遊びにきてくださいね。

シュノーケリング観察会＆
カヤック体験・石ころアート


